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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、本学のサステイナブルキャンパスの戦略を示すタイムライン。
２０１０年１１月にサステイナブルキャンパス推進本部が設立され、翌年の２０１２年より毎年、この国際シンポジウムを開催しています。
その成果は、北大のサステイナビリティを進めるための計画づくり、評価システムに活かされています。
また、今年の国際シンポジウムは、ちょうど札幌サステイナブル宣言が出されたG８大学サミットから５年目にあたる。
これらの活動は、次期のキャンパスマスタープランや温室効果ガス削減の中長期目標達成に活かされていきます。
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サステイナブルキャンパスとは何か？ 
What is Sustainable Campus? 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような活動がスタートした当初の一番の課題は、サステイナブルキャンパスとは何かということであった。



3 ●Action plan for a sustainable campus 2012 

Sustainable Campus International Symposium 2011 & Expert Meeting 
(2011.10.26-27) 

Invited eight speakers from the University of the top runner on sustainable campus in 
the United States and Japan. 
About 160 persons including the National University Corporation staff and faculty, 
private company, citizen, student participated.  

• Portland States University 
• University of Oregon 
• University of California, Berkeley 
• Stanford University 
• Kogakuin University (Japan) 
• Chiba University (Japan) 
• Nagoya University (Japan) 
• Kyusyu University (Japan

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、海外、国内のトップランナー８大学を集め、シンポジウムを行った。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これはその時の様子ですが、公開シンポジウムだけではなく、専門家だけを対象としたエキスパート会議も行い、
深い議論を行った。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこでのテーマは、サステイナブルキャンパスの目標像と具体化に関することであった。
その成果を下に、サステイナブルキャンパス構築のためのアクションプラン２０１２がつくられた。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際シンポジウムの成果をサステイナブルキャンパスの実現に向けた一つのアクションにしようとして
アクションプランが創られたのです。
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サステイナブルキャンパスの評価 
Assessment of Sustainable Campus 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第２回目のテーマは、サステイナブルキャンパスの評価である。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ちょうど、昨年よりはじまった欧州３大学（トリノ工科大学、ケンブリッジ大学、アムステルダム自由大学）と北大との協働プロジェクトである
Uni-Metricsで、サステイナブルキャンパスを構築するための評価指標をテーマとした研究交流もスタートした。
北大に３大学から研究者・実務者が滞在し、評価指標を検討したり、大学キャンパスの評価を行うワークショップを開催して、その成果を
蓄積した。



9 ●Uni-Metrics 

・キャンパスの周辺も含めた土地利用の統合化 
・建築によって構成された環境の質と有効性 
・教育とその施設の質 
・研究と大学の第三の役割 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小さくて見えないと思うが、
このような指標づくりがなされた。
今日もその成果がトリノ工科大学より発表される。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、２回目のシンポジウムが開催された。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まさに第２回のテーマは、サステイナブルキャンパスの評価についてであり、北大はその議論をもとに
サステイナブルキャンパス評価システム２０１３を開発した。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
評価システムを開発するためには、国際シンポジウムでの議論だけではなく、同時に世界で展開する動きに着目する必要があった。
ひとつは、
北米カナダの８００を超える大学・研究機関、政府機関、企業等が参加し、
大学等のサステイナビリティを高める活動を支援する団体であるAASHEが運営するSTARSという評価システムに
海外の大学として国際パイロットプログラムに参加し、レポートを提出

UNI metricsでは、評価指標を検討

２２カ国、４７機関が加盟する国際サステイナブルキャンパスネットワークに正式に加盟し、日本の状況を報告したり、ワーキンググループに参加している。
今年度からは、正式加盟により、環境報告書を提出する予定である。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした活動を通じて、サステイナブルキャンパス２０１３を開発した。
評価の対象は、単にエネルギー消費の評価だけではない。
教育・研究の内容、そしてそれを支える、キャンパス空間の質的評価、大学と地域との相乗的関係、地域との連携や大学の運営、経営
も含めた大学全体の活動である。
評価システムの主眼は、．．．．．である。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、評価システムの重要な役割は、サステイナブルキャンパス実現のアクションが実行されているのかということである。
北大の場合で言ったら、
昨年、策定したサステイナブルキャンパス構築のためのアクションプラン２０１２が適切に実行されているかを
検証し、うまく行われていないものがあれば、実践方法を見直すという進行管理を行うためである。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上のような概念のもとにつくられた、評価システムは、
運営、教育と研究、環境、地域社会という４つの部門に別れ、計１５８の質問項目からなる。
今日は、この内容についての細かい説明する時間はないが、北大の中でも全学に配置されている
環境負荷低減推進員の方々に実際に評価を行ってもらい、システム自体の評価を行っている。
また、現在日本建築学会に協力を頂きながら、研究グループに参加する他の大学にも参加していただき
外部の目も使ってシステムを検証している。
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サステイナブルキャンパスと地域との連携 
Collaboration with Campus and Regional Community 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような評価システムでも重視された、大学と地域社会との関係についてが今回のシンポジウムのメインテーマ
になるのである。



17 ■サステイナブルキャンパスの枠組み 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、サステイナブルキャンパスとは何かを示したものである。
持続可能な発展に関して大学や地域社会が担うべき役割が、
大学では教育と研究
地域では、まちづくり、社会サービスの向上、福祉政策、経済振興などである。
大学はそれらのテーマに呼応できる、人材育成や知識創造を担っていくが、
サステイナビリティを実現するために特に重視される課題は、
環境負荷の低減や利害関係者の参加のシステムなどである。
これらの課題についてキャンパスで検証された結果を地域社会に還元し、
地域のQOLを改善していくために活かしていくことになる。
このような活動総体を含んだ場の形成がサステイナブルキャンパスと言える。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、サステイナブルキャンパスを実現するために何が必要なのかを示したものである。
運営では、．．．．
教育・研究では、．．．．．
環境では、．．．．．
地域連携では、．．．．．．という項目が重視される。
このような４つの要素をバランス良く達成させる必要があるが、その中に地域との連携がある。




19 ■How to Create Framework of collaboration 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学と地域が連携して、創り上げる持続可能な発展のために必要なのは、
大学の使命としては、物的要件として、キャンパスを地域のサステイナビリティを実現するモデルと捉えること、
非物的要件としては、人材育成や知識創造がある。
一方、地域側では、物的要件としては、魅力的なコミュニティを支えるための地域の空間整備を図ること、
非物的要件としては、地域経済とQOLを高めることがある。
これらを実現するためにLiving Laboratory という大学と地域と繋ぐプラットフォーム的な役割を果たす状況をつくり出すことが求められる。
このような場と状態をつくり出していくことが、大学と地域の連携のかたちではないだろうか？
これは、持続可能な知識基盤社会を構築するプロセスとなろう。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
北大キャンパスと周辺市街地もどのように連携していくかは、札幌市にとっても、大学にとっても重要な課題であり、
本日はそのような議論がそれぞれにスピーカーからなされ、議論が行われていくことを期待している。
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